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須津ふるさと秋まつりどうだったかな？
伊藤 友香さん（大学３年生：中里３）

令和4年 １２ � ５

須津地区まちづくり協議会 広報

Ｎo.1７

ゲームコーナーにもたくさんの子どもたち

ビンゴ大会も・・・

開会式 結花乃さんのステージ

題字・デザイン

秋の訪れへのワクワク感を赤やオレンジなど秋らし

い色合いで表現しました。

日々寒くなりつつありますが、全体的に暖色で仕上

げたこちらのデザインで、皆様が少しでも暖かさを感

じていただければ幸いです。

来場者による投票



須津小学校児童の作品

須津中学校生徒作品は

力作ばかり

富士市立高校ビジネス部のお店は大盛況

須津小学校体育館は、元気いっぱい楽しさいっぱいの

作品があふれ、ステキな空間になりました

須津まちづくりセンターでは

気持ちの良い秋晴れの中、３年ぶりの文化祭の開催となりました。感染症対策で展示だけでしたが、予想を

上回る多くの来場者で大変賑わいました。また、喜びの声もたくさんいただきました。来年は、コロナがどうなる

か分かりませんが、このような展示を中心とした開催もいいものだと思います。

来場者数

小 学 校 体 育 館 ３７９名

まちづくりセンター ４１６名

文化部部長 木下直子（川尻２）



10月２日(日)には、地区役員60名が

「桜ともみじの下草刈り」を行いました。

ヨイサッサ人形おもしろかったね わらべ歌あそびの畔高先生

主催：子育て・青少年育成部門

須津地区まちづくり協議会

Instagram、Twitter の公式アカウントを

開設しました

地区住民２００名が町内別の担当場所に分かれて

須津川渓谷沿いの清掃活動を行いました。

秋晴れの日差しの中、気持ちの良い汗を流しました。

畔
柳
治
年
さ
ん
（
神
谷
二
）
の

育
て
た
鮮
や
か
な
菊
が
、
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

須津中学校生徒ボランティアも

水防団は須津川に入って

わらべ歌にちなんだ数々の遊びと、お話の会「トトロ」

による大型絵本の読み聞かせを親子で楽しみました。

指導講師 畔高京子さん（岩本在住）

荒金いく江さん（神谷緑）

✩
ス
マ
ホ
の
読
み
取
り
機
能
で

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

12月17日（土）10時から

第6回まちの小さな音楽会「Xmasコンサート」を開催します

11月11日、創立１５０

周年記念に併せて、子ど

もたちの笑顔あふれる

『すどっ子カーニバル』

を開催し、給食はお赤飯

を食べてお祝いしました。

式典では、谷口ＰＴＡ

校長 望月秀一

須津小学校創立１５０周年記念に寄せて

須津中学校女

子が、令和４年

度富士市中学校

総合体育大会

（中体連）にお

いて、初の総合

優勝。11月14日

に小長井富士市

長から市長杯が

授与されました。

令和４年度富士市中学校総合体育大会

須津中学校女子が初の総合優勝

バレーボールと卓球の２種目を制したほか、剣

道と駅伝で２位、バスケットボールで３位に入る

など素晴らしい活躍でした。

また、男子も総合３位の好成績でした。須津中

生徒の活躍は、須津地区にとっても大変喜ばしい

ことです。

会長が実行委員長として、中端まちづくり協議会長

が地域を代表として、子どもたちの心を揺さぶる温

かなご挨拶をいただきました。また、全校児童で

歌った『校歌』も校舎内外に響き渡り、良い節目に

なったかと思います。

これからも、保護者、地域の皆様とともに、伝統

ある須津小学校の子こどもたちを育てて参りたいと

思います。よろしくお願いします。

Ｔｗｉｔｔｅｒ Ｉｎｓｔａｇｒａｍ



編

集

後

記

♪右のＱＲコードを読み込むと、富士市

のホームページで、須マイルの電子版を

見ることができます。

夢

を

創

る

元
禄
中
里
村
の
殿
さ
ま
が
旗
本
曾
我
氏
か
ら
幕
府
直
轄
領
に
変
わ
っ
て
か
ら
五
年
後
、
宝
永
七

年
（
一
七
一
〇
）
七
月
二
十
五
日
、
旗
本
戸
田
氏
が
中
里
村
の
殿
さ
ま
に
な
り
ま
し
た
。
戸
田
氏

は
戦
国
時
代
の
は
じ
め
の
こ
ろ
、
渥
美
半
島
の
あ
た
り
を
本
拠
地
と
し
た
三
河
（
愛
知
県
東
部
）

の
有
力
武
士
で
、
同
じ
く
三
河
の
松
平
氏
（
後
の
徳
川
氏
）
と
並
び
立
つ
勢
力
で
し
た
。
徳
川
家

康
が
今
川
氏
か
ら
独
立
し
た
こ
ろ
か
ら
、
戸
田
氏
は
家
康
に
従
う
よ
う
に
な
り
、
三
河
譜
代
の
家

臣
と
し
て
数
々
の
武
功
を
上
げ
ま
し
た
。
戸
田
尊
次
が
当
主
の
と
き
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
功
績
を

上
げ
、
田
原
城
一
万
石
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。
尊
次
の
六
男
・
忠
高
は
三
代
将
軍
家
光
の
三
男

綱
重
の
教
育
係
と
し
て
仕
え
、
綱
重
が
甲
府
十
五
万
石
の
大
名
と
な
る
と
甲
府
城
代
（
じ
ょ
う
だ

い
）
を
勤
め
、
甲
斐
（
山
梨
県
）
に
二
五
七
〇
石
の
知
行
地
（
ち
ぎ
ょ
う
ち
）
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
綱
重
は
家
光
か
ら
甲
斐
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
地
へ
赴
く
こ
と
は
な
く
、
江
戸
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
甲
府
城
に
は
綱
重
の
家
臣
と
な
っ
た
旗
本
が
甲
府
城
代
と
し
て
詰
め
、

管
理
し
て
い
ま
し
た
。
忠
高
の
子
・
忠
春
も
甲
府
城
代
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
綱
重
の
子
・
綱

豊
が
五
代
将
軍
綱
吉
の
後
継
者
と
な
り
、
江
戸
城
に
入
る
と
、
忠
春
も
江
戸
に
付
き
従
い
、
幕
臣

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
宝
永
七
年
に
甲
斐
か
ら
領
地
替
え
と
な
り
、
中
里
村
の
殿
さ
ま
と
な
り

ま
し
た
。

須

津

と

江

戸

Ⅰ

須

津

地
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の
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さ

ま
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⑤

中

里

村
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さ

ま

②
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氏

①
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杉
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寛

郎
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富

士

山

か
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や

姫

ミ

ュ
ー

ジ

ア

ム

学

芸

員

）

「
さ
か
み
ち
」

坂
道
？

下
り
坂
！

根
方
街
道
沿
い
に
住
む
年
配
の
方
。

「
最
近
は
杖
が
無
い
と
何
処
へ
も
出
か

け
ら
れ
ず
辛
い
」
と
話
し
て
い
た
。

「
東
光
寺
の
前
に
あ
る
薬
屋
へ
も
、

杖
が
無
け
れ
ば
行
け
な
い
。
嫌
に
な
る
。

で
も
ね
、
か
え
り
は
下
り
坂
だ
か
ら
、

杖
が
無
く
て
も
歩
け
る
か
ら
本
当
に
楽

だ
」
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

（
蠅
滑
り
）

シ

リ
ー

ズ

撮影：桂 秀也


